




























































究に新しい見方を提示している 伊藤瑞叡， 「法華経T成立論史J （『大崎学報』 140,141, 
142, 144, 146, 147, 149, 150），勝呂信静， 『法華経の成立と思想』 （大東出版， 1993) ' 
同， 「法華経の成立に対する私見J （『法華文化研究』 J2,pp. l～76），向， 「法華経の


























4七巻鳩盟主羅什訳（銚秦文桓帝弘始八年 AD. 406), 『大正新修大蔵経』第九巻（以下大正9
と記す）， pp. 1～62. 
5荻原雲来・土田勝弥両氏の校訂本， Saddharmapu~qarika-siitram. Romanized and Revised Text 
of the Bibliotheca Buddhica Publication by Consulting a Skt. MS. and Tibetan and Chinese 












































































店，昭和45), p. 619. 
”『帝務所問綬』大正I,p.249a 「世尊若有若、調行滅虚妄法有三種身 三種身者謂適悦身
苦悩身捨身j




無量阿僧祇人殺阿着手多羅三続三菩提心皆使得住現一切色身三l床J, Sadd. p. 344. 1.21～ 
p. 345. 1.6. 
Ii薬王品の焼身供養説の影響を受け，中国では自ら身体を燃やして仏に供養した人達の事例
が多く伝えられる．即ち銚秦の法羽（『高僧伝』巻12，亡身第六，大正50,p.404c）をは


























徳亦復無量J, Sadd. p.346. 1. 20～p. 349. 1. 6. 
11大疋9,pp. 54b～55a. r；首王華若有人開是薬王菩薩本事品者 亦得無量無i袋功徳 若有女
人間是童書王菩薩本事品能受持者m是女身後不復受～説是薬玉菩薩本事品目寺八高四千
菩薩得解一切衆生語言陀羅尼 多賀如来於貸港中讃宿王華菩薩言善哉善哉宿王華汝成
就不可思議功徳乃能間稼迦牟尼｛弗如此之事利益無量一切衆生」 ，Sadd.p. 349. 1.7～ 


























いてJ，『大谷学報』 14-1,pp. l～7.一方，本国義英は， gadgadaは古代インド民間信仰に
おいての水牛の異名だといい， gadgada-svaraとは牛穫として，これは浮妙神秘を現すから






















研究』新103, p. 63) . 
18大正9, p. 55c. 「是菩陸自如成大青蓮華正使和合百千高月其面貌端正復過於此身奨
金色無量百千功徳正王殿威徳織盛光明照曜諸相具足如那羅延堅固之身J.
Sadd. p. 355. l. 29～p. 356. l. I 



















p. 10, 『得無垢女経』大正12,p. 97）などが知られている．これに対して，
現存党本のほとんどは， avalokitesvara（観自在）になっている22. 本田義








21上村真重量， f普門品に関する研究」（『大正大学紀要』 42)'p. 3.なお，上村真肇は，今
まで観音の異教的性格を論じた学説として，①古代南方印度地方信仰説（E.T.Eitel）②中央
アジア太陽神説（H.Dayal）③南方アラビヤ信仰説（J.B.Pratt)c婆羅門信仰に起源を求める
説（本田義英）などを紹介している （前掲論文， pp.I l～12.) 




界） (r/lの混同）の派生関係が成り立ちうること， ava-.rracより の派生
語 ava一rokin(ava+roka+in ・光明を有するもの）が存在することから，法























山岩本裕， 『イン ド仏教と法華経』 （第三文明社，昭和49) ' pp. 178～184. 













仰を移入して，観音慈観， そしてその大威力を具象的に示現しよ うと し











































加藤田宏遠， 「念仏と称名」（『印度哲学仏教学』4)'pp. 13～33. 






















































































＂＇中村元， 『仏教語大辞典』， p.527,p.207, p.1402などを参照されたい．
川勝呂信静，前掲苦手，p.192. 

































































白隠心行不生邪見b慢日員悉諸悪之心説是語巳稽イ弗而出J, Sadd.p.376λ13～p. 383.λ2 
制大正9.p. 36c.「是人懐悪心常念世俗事仮名阿練若好出我等過而作如是言 此諸比丘
等融利養故説外道論議自作此経典 誕惑仙世間人献名開放 分別於是経常在大衆 ：
中欲望党我等故向図玉大臣婆羅門居士及餓比丘衆誹務説我悪謂是邪見人 説外進論議 ？


























＂＇本田義英 ， 『法華経論~ ' p. 264. 
・Il 『大法輪』第56巻第12号所収 f絵でとく法華経28品J' p. 154. （多国孝文執筆）
I 『瑞日基本起経』，大正3,p. 473b. 「菩薩初下化乗白象貰日之精因母昼寝 而示夢駕従
右脇入J' 『因果経』 ，大正3,p. 624a.「爾時菩薩観降胎時至即乗六牙白象発兜率宮J'
『普日程経』，大正3,p. 49la. I菩薩便従兜率天上垂降威霊化作白象口有六牙j




























本因義英， 『法華経論』 ，pp.132～137，松長有慶， f法華経陀羅尼の特質J（中村瑞隆編 え






















尼｛制；手摩其頭為釈迦牟尼仏衣之所覆J, Sadd. p. 389.λλ2～10 
i附大正9,p. 3lb. 「薬玉当知如来滅後其能受持続論供養為他人説者如来Hl為以衣覆之
～当知是人与如来共宿即為如来手摩其頭J, Sadd. p. 201λλ.4～12 . 
.i;大正9,p. 62a. f如是之人不復食箸世楽不好外道経書手筆亦復不喜親近其人及諸悪
者若屠児若畜猪羊鶏狗若猟師若街売女色J, Sadd.p. 389λλl l～15. 
判大正9,p. 37a. 「云何名菩薩摩訊稜親近処菩薩摩詞隠不親近国王王子諸外道党志尼b子
等及造世俗文筆讃詠外喜及路伽耶陀逆路伽耶陀者亦不親近諸有兇l鍛相奴相撲及那緩等























！”大正9,p. 62a. 「是故普賢若見受持是経典者当起遼迎当如敬｛ムJ, Sadd.p: 390λλ20 
～24. 
加大正9, p. 3Ja. 「吾滅後悪世能持是経者当合掌礼敬如供養世尊J, Sadd. p. 199回以.12 
～15. 
副大正9,pp.30c～3Ja. 「薬玉若有悪心以不善心於ー劫中現於仏前常毅罵仏其罪尚軽
若人以ー慈言按砦在家出家読論法華経者其罪甚重J, Sadd. p. 198.λλ8～13. 
，；，大正9,p.62a，「若復見受持是経典者出其i品悪若実若不実此人現世得白綴病若有経
笑之者当世々牙歯疎欠醜腐平鼻手脚練戻眼目角・身体臭穣悪癒j膿血水1.!l短気諸













































































































































＂吉田竜英，「法華経の成立に関する諸研究 J（『宗教研究』新8-6),p. I 04. 
出大正9,p.36c r此諸比丘等主義食利養故説外道論議自作此経典誕惑仙世間人j f向園王
大臣婆羅門居士及自主比丘衆誹誘説我悪調是邪見人説外道論議我等敬1弗故悉忍是諸




























刷大正9,p. 59c. f母告子言汝父信受外道深著婆羅門法J, Sadd. p. 376.λλ14～16. 
同大正9,p. 62a. I如；是之人不復食著世幾不好外道経書手筆亦復不喜親近其人及諸
悪者若屠見若畜猪羊 ・狗若猟師若街寅女色 J, Sadd. p. 389.λλ. 12～15.ただ，党本に
は「外道」（tirthika）の語は出ないが，内容は同じである。
耐望月良晃， 「法華経における訊務者の系譜J（『法華経の成立と展開』）， pp.647～648. 
『法3前日第三類六品の意義について 79 
ては，以前の品とは対照的に，主な教化の対象は外教の信者であり，同時
に攻撃されるのも外教からのことであった．その故に以前の品においては，
法華経に対する誹誘と迫害に対処するのに，ただ忍耐を強調するのみで，
やや微温，穏健的であったが， 後分になっては，一層積極的かっ徹底的な
表現がなされたのである
しかし，それにしても外教に対する法華経の立場が，終始攻撃だけで一
貫したとは考えられない．外教に対する法華経の立場を端的に示している
のが，妙荘厳王本事品の妙荘厳王に対する教化である．この品には，前述
した外教徒の妙荘厳王を善知識の表象として登場する浄蔵・浄眼二王子（の
ちの薬王・薬上菩薩）が仏教へと引導し，結局仏から成仏の記を受けるよう
にしているが，これこそ法華経の立脚点が外教の排除ではなく，包容にあ
ることを，経典自ら物語る所だと思われる．
四おわりに
法華経の付加分特に薬王菩薩本事品を始めとする第三類六品の性格につ
いては．すでにそれが原始分即ち六品以前の諸品に対する「伝道書的性格J
であることを明かした所であるが，それでは所謂原始分と付加分としての
六品の関係をお互いにどう位置づけるべきであるかという問題が残る．こ
れはただ六品にのみ限れた問題ではなく，法華経のいわゆる付加分全てに
当る問題だともいえる．
法華経における原始分と付加分の関係、は，法華経特有の宥和精神に即し
て互いに融摂・調和しながら法華一経の体制を完成していると見るべきで
あると思う．法華経の中心思想は，学者あるいは宗派の聞に異見はあるが，
概ね第一類の核心である 「会三乗帰一乗Jの一乗思想にあると見られてい
る．一乗思想、は基本的に一切衆生がいつかは必ず仏になるという思想、であ
り，従って法華経では声聞を始め悪人 ・女人などあらゆる人びとに授記を
説いて，彼らに成仏の可能性を提示しているのである．この一乗思想と語
られる法華経の精神は，大 ・小乗融化と仏教統一の理念に他ならないので
あり，そういう宥和 ・融化の精神が経典の形の上に現れたのが何回にも及
ぶ付加なのである．
80 韓国側教筆SEMINAR7 
法華経に六品が付加した時代は，所謂法芸春原形の成立時代とは異なって，
仏教内・外部的にさまざまな思想と信仰が生成発展したことが推測できる．
また社会的にも，本論では言及しなかったが，六品とその後の付加である
提婆品に著しく登場する女人往生 ・女人成仏に対する教説は，社会的に女
性の地位変化あるいは教団における女性信者の増加などの背景があったこ
とも推定できるし，妙荘厳王品の妙荘厳王に対する伝道も，以前品特に安
楽行品において不親近者と指した王をここでは逆に包摂する教説になって y 
いて，これもまた当時に王（統治者）と教団との関係に変化があったことが
推定できるのである いわば法華経は，そういう教団内 ・外部の，そして
社会の諸変化に能動的に対処し，あるいは自衛の手段として，あるいは伝
道に有利な地位を占めるために，必要な内容を逐次に付加するようになっ
たのである．
しかし，それにしてもその底に流れる法華経の一貫した精神は，宥和・ 製
統一の精神に他ならないのであり，結果的には教団内外の他思想、と信仰を
排撃せず，内部に受け入れることによって，法華の世界を一層高い位置へ
と展開させたのである．
なお，法華経の成立史に現れた付加の歴史は，法華経の結集者，そして
法華信仰の主体者たちの強い信念の現れだとも見ることができる．時代こ
とに変る状況に柔軟に対処して，実社会と常に隔たりなく，自ら融化し，
また融化させながら自分たちの信仰を主張した結果が，今の『妙法蓮華経』
のような二十八品としての形態なのである．
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キムヨンセン（へハク）
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清涼国師澄観の伝記と学系
徐海基（浄巌）
＜目次＞
1.始めに 一問題の所在一
2.澄観の伝記
1）伝記に関する資料
2）澄観の伝記
3）社会的状況
3.澄観の華厳学系
1）華厳宗の祖統論再考
2）澄観の学系
4.終わりに
1. 始めに 問題の所在一
中唐期の偉大なる仏教者であり，華厳宗の第四祖として仰がれている
澄観＜738-839＞については，既に少なからぬすぐれた研究の蓄積があり，
その全貌が次第に明らかになりつつある．その中でも，特に，鎌田茂雄
博士の『中国華厳思想史の研究』に 「澄観伝研究の資料」 1があり，多く
の資料を用いて澄観の伝記の究明がなされている．この研究のレベルを
超えることははなはだ困難かと思われるが，澄観の思想形成の過程を再
確認し澄観教学の全体像を理解するためにも，澄観の伝記について再考
する必要があると思われる．それは華厳宗の系譜及び澄観の華厳思想を
1鎌田茂雄［1965］『中国華厳思想史の研究J，東京大学出版会，pp.151-158.
